
 

 

 

 

 

 

 

    

                

 

 鼻や口、喉など顔から首の範囲に発生する頭頚部（とうけいぶ）がん。主に、耳鼻咽喉科や頭

頚部外科が診察、治療します。大分大医学部耳鼻咽喉科・頭頚部外科の森山宗仁助教授は、「頭

頚部がんの特徴である飲み込みにくさや、声がかれる、首のリンパが腫れるなどは、日常生活で

気づきやすい。気になる症状があれば、耳鼻科を受診してほしい」と話しています。 

 頭頚部がんは、脳・眼球以外の首から上の部位に発生します。対象となる器官は、①聴器②副

鼻腔③口腔④喉頭⑤咽頭⑥唾液腺⑦甲状腺があり、味覚や臭覚、聴覚などの知覚に関わったり、

発声したり、飲み込んだり、ホルモン分泌したりします。 

 治療法は、他のがんと同様に、外科手

術と放射線、化学療法（抗がん剤）が中

心となります。まずは、手術による除去

が基本ですが、場所や進行度で複数を組

み合わせるなどして最適な治療を決め

ます。日本耳鼻咽喉科頭頚部外科学会は、

昨年から、７月に頭頚部外科月間を設け、

普及啓発しています。頭頚部がんの原因

は、喫煙や飲酒が多いので、生活習慣を

見直すことが予防につながります。 

 治療については、口や鼻から内視鏡を

入れて患部を除去する体への負担が少

ない治療法ができるほか、分子標的薬や

免疫チェックポイント阻害薬の治療も

適応になっています。術後の機能も重要

になるので、切除した部位に自分の皮膚

や筋肉を移植する再建技術をすること

で治療後の生活の質を保つことも可能

になっています。 
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インフルエンザとコロナの同時流行が懸念されています。 

今月からコロナワクチン（オミクロン株対応型の２価ワクチン等）

と同時接種も可能になりました。 

 

 

 

  

喫煙している本人がなりやすいがんの種類 

 

 

 

 

 

 

 

 

喫煙は、がんだけでなく、狭心症、心筋梗塞、脳卒中、慢性閉塞へいそく性肺疾患（COPD）

など、さまざまな病気の原因にもなります。さらに、喫煙している本人だけでなく、周りの

人にも肺がんなどの健康被害を引き起こすことが分かっています。 


